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  教 会 
わたしは、聖なる、普遍の、使徒的、唯一の教会を信じます。（ニケア・コンスタンチノープル信条） 

普遍 ＝ καθολική [カトリケー]（ギリシア語）＝ Catholicus [カトリクス]（ラテン語）＝ カトリック 

 

Ekklesia（Εκκλησία,エクレシア, Ecclesia）: 呼び集める、招集、（神によって選ばれた民の）集会・集い 

Kyriake（Κυριακή,クリアケ、Church, Kirche) : 主に属するもの 

 

 

 

 

 

A) 御父の御心のうちに生まれた計画 

1「秘められた計画をわたしたちに知らせてくださいました。これは、前もってキリストにおいて

お決めになった神の御心によるものです。」エフェ 1:9   

2「神は、わたしの福音すなわちイエス・キリストについての宣教によって、あなたがたを強める

ことがおできになります。この福音は、世々にわたって隠されていた、秘められた計画を啓示

するものです。」ロマ 16:25 

3「エルサレム、エルサレム、預言者たちを殺し、自分に遣わされた人々を石で打ち殺す者よ、め

ん鳥が雛を羽の下に集めるように、わたしはお前の子らを何度集めようとしたことか。だが、

お前たちは応じようとしなかった。」マタ 23:37  

4「こうして、時が満ちるに及んで、救いの業が完成され、あらゆるものが、頭であるキリストの

もとに一つにまとめられます。天にあるものも地にあるものもキリストのもとに一つにまとめ

られるのです。キリストにおいてわたしたちは、御心のままにすべてのことを行われる方の御

計画によって前もって定められ、約束されたものの相続者とされました。それは、以前からキ

リストに希望を置いていたわたしたちが、神の栄光をたたえるためです。」エフェ 1:10-12 

5「そのとき、わたしは玉座から語りかける大きな声を聞いた。「見よ、神の幕屋が人の間にあっ

て、神が人と共に住み、人は神の民となる。神は自ら人と共にいて、その神となり、」黙 21:3 

 神はすべてを一つに集めることを望んでおられます。キリストが宣べ伝え、実現していた「神の国」

というのは、神における人類の一致です。 

 

B) 計画の実現 

B1 旧約聖書にあって準備された教会 （神とイスラエルの契約） 

6「今日、あなたの神、主はあなたに、これらの掟と法を行うように命じられる。あなたは心を尽

くし、魂を尽くして、それを忠実に守りなさい。今日、あなたは誓約した。「主を自分の神とし、

その道に従って歩み、掟と戒めと法を守り、御声に聞き従います」と。主もまた、今日、あな

たに誓約された。「既に約束したとおり、あなたは宝の民となり、すべての戒めを守るであろう。

造ったあらゆる国民にはるかにまさるものとし、あなたに賛美と名声と誉れを与え、既に約束

したとおり、あなたをあなたの神、主の聖なる民にする」と。」申 26:16-19 

 

B2 世界の現状 

7「イエスは町や村を残らず回って、会堂で教え、御国の福音を宣べ伝え、ありとあらゆる病気や

患いをいやされた。また、群衆が飼い主のいない羊のように弱り果て、打ちひしがれているの

を見て、深く憐れまれた。」マタ 9:35-36 

 

「現代人の多くは、教会を考える場合、その人間的な側面、つまり信仰と礼拝によって結ばれた人々を 

成員とし、世界に広がっている社会という面だけを思い浮かべるかもしれない。 

しかし聖書が示す教会は、かつては神のなかに隠されていたが、いまやあらわにされ、 

しかも部分的には既に実現している一つの神秘的事実をさす。」 
聖書思想事典 271ｐ 
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B3 イエス、新しい神の民を集める 

8「イエスは十二人の弟子を呼び寄せ、汚れた霊に対する権能をお授けになった。汚れた霊を追い

出し、あらゆる病気や患いをいやすためであった。」マタ 10:1  

9「あなたはペトロ。わたしはこの岩の上にわたしの教会を建てる。陰府の力もこれに対抗できな

い。」マタ 16:18  

10「わたしは地上から上げられるとき、すべての人を自分のもとへ引き寄せよう。」ヨハ 12:32  

11「十字架を通して、両者を一つの体として神と和解させ、十字架によって敵意を滅ぼされまし

た。キリストはおいでになり、遠く離れているあなたがたにも、また、近くにいる人々にも、

平和の福音を告げ知らせられました。それで、このキリストによってわたしたち両方の者が一

つの霊に結ばれて、御父に近づくことができるのです。従って、あなたがたはもはや、外国人

でも寄留者でもなく、聖なる民に属する者、神の家族であり、使徒や預言者という土台の上に

建てられています。そのかなめ石はキリスト・イエス御自身であり、キリストにおいて、この

建物全体は組み合わされて成長し、主における聖なる神殿となります。」エフェ 2:16-21 

 イエス・キリストがご自分で集めた人々を神と和解させることによって、この人たちを神と結ばれただ

けではなく、彼らを互いに深い絆（神の命と愛である聖霊）によって結ばれました。そのために、この

人たちは、神の新しい民（神を父とする霊的な家族）となったわけです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

C) 聖霊によって誕生した教会 

12「あなたがたの上に聖霊が降ると、あなたがたは力を受ける。そして、エルサレムばかりでなく、

ユダヤとサマリアの全土で、また、地の果てに至るまで、わたしの証人となる。」使 1:8  

13「主なる神は、土（アダマ）の塵で人（アダム）を形づくり、その鼻に命の息を吹き入れられた。

人はこうして生きる者となった。」創 2:7 

14「人々は驚き怪しんで言った。「話をしているこの人たちは、皆ガリラヤの人ではないか。どうし

てわたしたちは、めいめいが生まれた故郷の言葉を聞くのだろうか。」使 2:7-8 

 

D) キリストの体、キリストの花嫁である教会 

15「また、御子はその体である教会の頭です。御子は初めの者、死者の中から最初に生まれた方で

す。こうして、すべてのことにおいて第一の者となられたのです。」コロ 1:18 

16「キリストに対する畏れをもって、互いに仕え合いなさい。妻たちよ、主に仕えるように、自分

の夫に仕えなさい。キリストが教会の頭であり、自らその体の救い主であるように、夫は妻の頭

だからです。また、教会がキリストに仕えるように、妻もすべての面で夫に仕えるべきです。夫

たちよ、キリストが教会を愛し、教会のために御自分をお与えになったように、妻を愛しなさい。

キリストがそうなさったのは、言葉を伴う水の洗いによって、教会を清めて聖なるものとし、し

みやしわやそのたぐいのものは何一つない、聖なる、汚れのない、栄光に輝く教会を御自分の前

に立たせるためでした。そのように夫も、自分の体のように妻を愛さなくてはなりません。妻を

愛する人は、自分自身を愛しているのです。わが身を憎んだ者は一人もおらず、かえって、キリ

ストが教会になさったように、わが身を養い、いたわるものです。わたしたちは、キリストの体

の一部なのです。「それゆえ、人は父と母を離れてその妻と結ばれ、二人は一体となる。」この神

秘は偉大です。わたしは、キリストと教会について述べているのです。」エフェ 5:21-32 

 

 

「永遠の父は、その英知といつくしみに基づくまったく自由な神秘的な配慮をもって全世界を創造

し、人々を神の生命への参与にまで高めることを決定されました」。御父は御子においてすべての人

間をこの神的いのちにあずかるように招いておられるのです。「父はキリストを信じる人々を聖なる

教会として呼び集めることを決定されました」。この「神の家族」は、人類史の各段階に沿って、御

父の配慮に従い、徐々に実現されていきます。教会は実に、「世の初めから予型によってあらかじめ

示されていたもので、イスラエル民族の歴史と旧約を通してくしくも準備され、最後の時に設立され、

聖霊を注がれることによって明示されました。それはさらに世の終わりに栄光のうちに完成されるで

しょう」。（カトリック教会のカテキズム 759） 
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C) 教会の使命 

17「イエスが山に登って、これと思う人々を呼び寄せられると、彼らはそばに集まって来た。そこ

で、十二人を任命し、使徒と名付けられた。彼らを自分のそばに置くため、また、派遣して宣

教させ、悪霊を追い出す権能を持たせるためであった。」（マコ 3:13-15） 

18「イエスはこの十二人を派遣するにあたり、次のように命じられた。「異邦人の道に行ってはな
らない。また、サマリア人の町に入ってはならない。むしろ、イスラエルの家の失われた羊の
ところへ行きなさい。行って、『天の国は近づいた』と宣べ伝えなさい。マタ 10:5-7 

19「イエスは、近寄って来て言われた。「わたしは天と地の一切の権能を授かっている。だから、
あなたがたは行って、すべての民をわたしの弟子にしなさい。彼らに父と子と聖霊の名によっ
て洗礼を授け、あなたがたに命じておいたことをすべて守るように教えなさい。わたしは世の
終わりまで、いつもあなたがたと共にいる。」マタ 28:18-20 

20「しかし、すべてこれらの事は、神から出ている。神はキリストによって、わたしたちをご自分
に和解させ、かつ和解の務をわたしたちに授けて下さった。すなわち、神はキリストにおいて
世をご自分に和解させ、その罪過の責任をこれに負わせることをしないで、わたしたちに和解
の福音をゆだねられたのである。」コリ２ 5:18-19 

21「しかし、あなたがたは、選ばれた民、王の系統を引く祭司、聖なる国民、神のものとなった民
です。それは、あなたがたを暗闇の中から驚くべき光の中へと招き入れてくださった方の力あ
る業を、あなたがたが広く伝えるためなのです。あなたがたは、／「かつては神の民ではなか
ったが、／今は神の民であり、／憐れみを受けなかったが、／今は憐れみを受けている」ので
す。」１ペト 2:9-10  

 信仰と洗礼によって神の民に加わる者は、誰でも「祭司、預言者、王」という三つのキリストの職務に

あずかり、神の仲介者となります。「祭司」として神の子に聖別され、「預言者」として使徒から受け

継いだ信仰を証し、「王」として、人々に奉仕することによってキリストの救いのわざ（神の愛）を世

の中で実現していくのです。 

 

 

 

 

 

E) 神の計画の完成の道（救いの秘跡）である教会 

22「すべてのものをお造りになった神の内に世の初めから隠されていた秘められた計画が、どのよ

うに実現されるのかを、すべての人々に説き明かしています。こうして、いろいろの働きをする

神の知恵は、今や教会によって、天上の支配や権威に知らされるようになったのですが、これは、

神がわたしたちの主キリスト・イエスによって実現された永遠の計画に沿うものです。わたした

ちは主キリストに結ばれており、キリストに対する信仰により、確信をもって、大胆に神に近づ

くことができます。」エフェ 3:9-12 

 

 

 

「したがって教会は、その創立者から受けたたまものに恵まれ、愛と謙虚と自己放棄を命じるそのおきてを

忠実に守るとともに、キリストと神との国を告げ、諸国民のうちにそれを刷新する使命を受け、この国の地

上における芽生えと開始を成しています」。（教会憲章５） 

 

「教会はキリストにおけるいわぼ秘跡、すなわち神との親密な交わりと全人類一致のしるしであり道具で

す」。人間と神との親しい交わりの秘跡であること、これが教会の第一の目的なのです。人間同士の交わり

は神との一致に根ざすものなので、教会はまた、人類一致の秘跡でもあります。教会において、この一致

はすでに始まっています。「あらゆる国民、種族、民族、ことばの違う民」(黙示録 7・9)から人々を集めて

いるからです。と同時に、教会は、将来やってくるはずのこの一致が完全に実現した姿の「しるしであり、

道具」でもあります。」（カトリック教会のカテキズム 775） 

教会の様々な象徴 

 羊の囲い（1 コリ 3,9）；キリストは入り口（ヨハ 10,1-10） 

 羊の群れ・キリストは良い羊飼い（ヨハ 10,11-15） 

 耕作もしくは神の畑・園丁（1 コリ 3,9；マタ 21,33-43） 

 ぶどうの木の枝・キリストは、ぶどうの木（ヨハ 15,1-5） 

 神の建築（神の家族が住む神の家・神殿）・キリストは捨てられたがすみの親の石となった（1 コリ
3,9；マタ 21,42; 1 コリ 3,11; エフェ 2,19-20; 黙示 12,7;21,1-2） 

 花嫁・キリストは花婿 

 キリストの体・キリストは、その体の頭 

 「上にあるエルサレム」、「わたしたちの母」（ガラ 4,26） 
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カトリック教会の組織 
 イエス・キリストは、弟子の中から１２人を選び「使徒」としました。そしてペトロに使徒の頭として

の特別な使命を委ねました。使徒たちは各地で宣教し、キリストを信じる者たちの共同体、すなわち教会

をつくり、自分たちの後継者を定めました。ペトロはローマに行き、教会をつくりました。このペトロ

の後継者がローマ司教、すなわちローマ教皇です。そして使徒たちの後継者が世界中で働いている司教
なのです。  

 「彼らは、使徒の教え、相互の交わり、パンを裂くこと、祈ることに熱心であった。」(使 2,42) 

 ローマ教皇は全カトリック教会に対して最高の統治権を有する、というのがカトリック教会の伝統的な教

えです。現在全世界には司教が責任を有する約２５００の教会（教区）があります。司教は自分の任務

を助ける司祭（神父）を指名することができます。日本には１６の教区があり、１７人の現役の司教が

働いています。  
 

カトリック教会（教皇）--＞ 教区（教区長・司教）--＞ 小教区(主任司祭・助任司祭・助祭） 

 

 カトリック教会には、このように地域を単位とする組織のほか、修道会組織があります。「父と、子と、

聖霊」の三位一体の神を信じることを宣言し、洗礼によって教会に属することを選んだ信者は、それぞ

れの生き方を選ぶことができます。結婚生活、独身生活、修道生活と、各人が選ぶ生き方は異なりますが、

それはそれぞれの道を歩むように呼びかける神に、その人なりにこたえることだ、と教会は考えています。  

 修道生活を送る人は、清貧・貞潔・従順の３つの誓願を立て、修道会に属して生活します。修道会は目的

によって、祈りや修行に専念する「観想会」と、教育、福祉、医療、出版、宣教などの諸活動を行う「活

動会」があります。また全世界で活動する会もあれば、ある国で生まれ、そこだけで活動する会もあり、

多種多様です。修道会の設立はローマ教皇の許可が必要です。そして各地の司教のもとで活動します。 

 

（カトリック中央協議会） 

教会 

（救いの秘蹟） 

 
 

 

目に見える教会                 目に見えない教会 

  （組織・位階制度）                （キリストの神秘的体） 

 
 

聖職者                  信徒  

（司教・司祭・助祭）     

            修道者（福音的勧告に従う聖職者と信徒） 

 

 
 

 
1970 1975 1985 1995 2000 2005 2008 2010 2011 

司祭全体 419,728 404,783 403,480 404,750 405,178 406,411 409,166 412.236 413.400 

修道士 79,408 70,388 65,208 59,515 55,057 54,708 54,641 54,665  

修道女 1,004,304 968,526 917,432 837,961 801,185 760,529 739,068 721,935  

小教区 191,398 200,116 212,021 220,077 218,196 217,616 218,865 221,055  

カトリックの人口 6.53 億 7.09 億 8.52 億 9.89 億 10.45 億 11.15 億 11.66 億 11.96 億 12.14 億 

世界人口の割合 18% 17% 18% 17% 17% 17% 17% 17%  

 


